
 

 

 

夏休みの思い出に「プチ塩づくり体験 in静波」

をやってみました。今後、コミュニティスクールの

行事としてやっていけるのか？お試しのプレ開

催です。２２人の児童や保護者や川小応援隊の

方々が参加してくれました。９０分間で終了した

かったので、裏技（キセル）を使って時間短縮で

す。みんなで力を合わせて「濃縮塩水」を抽出す

ることができました。 

静波海岸では、火の使用 が禁止されている

ため急きょペンションセーラーズさんの玄関をお

借りして濃縮塩水を煮詰めることになりました。 

火の問題など課題はありますが、概ね「成功」

この経験をもとに今後の体験活動に生かしてい

きたいと思います。まずは、事故なく終了するこ

とができてよかったです。 

次は、冬から春にかけて「茶の実油を作って

みよう」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3密（密接・密集・密閉）の回避 

➢ 一つの密でも避けて、「ゼロ密」を目指しましょう 

➢ 特に人と人との距離は十分に保つ 

➢ おしゃべりする時間は出来る限り短くし、大声は避ける 

➢ 今まで以上に換気を行う 
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マスクの正しい着用 

 マスクを鼻にすき間なくフィット

させ、しっかりと着用 

 品質の確かな、できれば不織

布を着用 

 

⑧ これを天日に干して出来上がり！ 

② 海水を塩田に撒く ③ 乾いた砂を集める 

④ 砂を桶に入れる 

③ い 

⑥ 濃縮塩水抽出  

• い 

⑦ 濃縮塩水を煮詰める 

この際
．．．

、出来る限り、テレワークを！ 

 

⑤ 海水を掛ける  

• い 

① 海水を汲みにいく 



「あいさつ立哨」や「交通安全立哨」などで交差点に立ってもらえる地域の皆さんから子どもたち

の挨拶の様子を教えてもらうことを考えています。「川小コミュニティカード」を配布しアンケート形

式で記入してもらいます。両区長さんには了解いただきましたが、配布・回収について少々調整が

必要です。立哨だけでなく、地域の人が子どもたちと関わる授業参観や運

動会の時などにも活用できれば・・・・・。誉め言葉を沢山もらって、掲示や

放送（Zoom／Google Meet）で伝えて子どもたちの励みや気づき、あいさ

つの向上に役立てばと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お試し「川小コミュニティカード」の実施結果 

 

 

 

 

 

 

 

地域のみなさんより（原文のまま抜粋） ●夏休みの疲れも見られなく、最初にリーダーの挨拶で、半数以上

の児童が挨拶をしてくれました。（庄内）●横断バックが重たそうでしたが、元気よく歩いていました。特に大きな声で

挨拶してくれた男の子が印象的でした。●川崎小学校の児童のみなさん「あいさつ」は概ねできていると思います。自

分が考えていた以上に大きな声でできていた。●上級生が下級生の面倒を見ながら元気よく通学して行きました。●

低学年の子供は、まだ恥ずかしがる。●大きな声であいさつができています。●道路の端を一列に並んで歩いていま

した。 

※今回は、お試しのため川崎区にお願いしましたが、今後は静波区の皆さんにもお願いします。 

 

緊急事態宣言中のため大勢での奉仕活動ができないので、川小応援隊で少しずつ草刈りを実施し

ています。9 月 8日は、小グランド側の農園の草刈りでした。 

校舎も大規模改修工事のため足場で覆われていますが、生まれ変わった校舎を見るのが楽しみです。 

Before After 

川小の子供たちの『あいさつ』について 

回答数：１２  場所：橋向 仁田 庄内 

 大変よくできている：「５」 
 概ねできている：「６」 
 あまりできていない：「１」 

 できていない：「０」 


